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4-1 失業率 

 

 p.153 「第 4-1表 失業率」 

各国公表値による失業率の推移をみると、大きくは金融危機の影響によるとみられ
る雇用状況の悪化から、ドイツを除く欧米諸国の失業率は、2010 年にかけて上昇した。
さらに、欧州では債務危機が追い打ちとなったこともあり、イタリアやフランスでは
相対的に失業率が高い状況が続いた。この間、タイ、フィリピン、インドネシアなど
のアジア諸国では逆に失業率が低下している。 

フランス、イタリアを除く先進諸国では、2010 年代を通じて失業率は改善傾向に
あったものの、2020 年にはコロナ禍の影響により、各国で再び悪化が見られた。ただ
し、大半の国では、金融危機時に相当する悪化は生じていない。2021 年には多くの国
で失業率は前年に比べて改善している。 

失業率の違いの背景には、成長率の差異等の経済動向のみならず、年齢の人口構成、
慣行及び政策制度面での差異といった構造的要因もあると考えられる。なお失業率の
定義は各国ごとに異なるため、公表値をそのまま比較することは適当ではない。 
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